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性を証示するが、後者に対 しては 「徒に政府の施策を破壊 し、秩序を混乱させ る敵」とみ
なすことによって、その開明性、近代性の限界を露呈する経緯が述べられ、この二つの運
動との対決の過程で、彼の 「国体教育主義」が次第に醸成されてゆくことが明らかにされ
る。(2)にっいては、まずr国 権論緒言』、r政 党論第二』、r教 育議』、r進 大臣』等に
おける井上の所説の分析 ・検討を通 して、国情の類似性への親近感、 シュルチュ国権論






る。(3)にっいては、まずr沼 山対話』、 「儒教を存す』、r故 森文部大臣の教育主義』等







小中村(池 辺)義 象等が井上の 「国体」研究に与えた影響等について詳細に論及する。そ
して、以上の考察を通 して、著者は井上の 「国体教育主義」思想は、井上の教育勅語起草
の時期迄にはすでに成立 していたとし、その特徴をr言霊』、 「儒教を存す』、r紫 瞑会
主旨』等の所説を援用 して、大要次のように論定する。すなわち 「国体教育主義」とは、
国民の精神的統合をはかるために 「国体」を国民形成の 「教化の元素」 として、教育の基
礎に据えることを教育上の第一の主義とするものであること、そのさい 「国体」 とは 「う




































主義の立場か ら、また女子教育(子 守教育)と の関連において考察 されていること等が指
摘される。(2)については、著者はまず井上文政の中等教育に関する文教施策が、中等教育
機関の整備、確立 と制度化の礎石を構築 し、後の中等教育制度の発展に大き く寄与したこ
とを指摘 し、次に井上の中等教育改革構想の中心が、主として① 国民教育の普及発展を




① 教育の普及発達、② 良妻賢母の育成、③ キ リス ト教主義教育への対応という視点
から考察を加える。(4)については、まず井上の実業教育政策の根本問題は、「国力の酒養」
にあ6た こと、そのさいとくに工業教育が重視されていたことが指摘され、次に井上が実

























家の三本の支柱 といえる 「明治憲法」、 「教育勅語」、 「軍人勅論」の起草と完成に従事 し
明治国家の外形的な国家機構の制作 とそれを内面的、精神的に支える国民形成(教 育)の 問
題解決に多 くの努力を注ぎ、多大な足跡を残したが、彼の教育思想そのものの研究は、信頼
すべき伝記的研究さえまだ完成されていないこともあり、従来きわめて不充分であった。彼
についての先行研究は、概して教育政策史あるいは学制改革に主眼がおかれており、散見さ
れる彼の教育思想に関する叙述も、いわば人物評伝の枠内で、部分的 ・断片的になされてい
るに過ぎない。このような井上研究の状況に対 して、著者ははじめて、井上の教育思想その
ものの解明を主たる研究対象とし、その本質が 「国体教育主義」にあること、およびその形
成、確立、展開の過程を、彼の全生涯にわたって克明に追究 し、解明しようとしている。 し
か も、そのさい著者は、井上自身の著述はすべて、書簡、日記、演説、その草稿等をも含め
て精細に検討するとともに、主要な先行研究はもとより、評伝や雑誌、新聞等に所載の井上
に対する評論等をも含めて、彩しい資料を忠実に解釈し、井上の教育思想を可能な限り全体
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的、統一的に究明しようとしている。そして、著者のこのような意図は、』本論文において、
相当程度実現されており、著者の努力とその成果は、十分に評価 されてよい。とくに井上の
教育思想の形成基盤となった青少年期の教育および 「国体教育主義」が井上の中でしだいに
醸成、確立 してゆく過程の叙述は、従来の井上研究に対して、多くを加えるとともに、将来
の研究に対 しても、より確かな基盤 となるものと思われる。
以上を総合すると、本論文は若干の不備にもかかわらず、周到 ・精密な井上毅の教育思想
の研究として、またそれを通 して、近代 日本の教育思想の解明に新たな照明をあてることに
成功 した意味深い試みとして、教育学博士の学位を授与するに充分な資格があると認定 され
る。
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